
 
キーワード オーガ，スクリューポイント，掘削特性 

連絡先 〒158-8557 東京都世田谷区玉堤 1-28-1 東京都市大学 TEL.03-5707-0104 E-mail:g1318067@tcu.ac.jp 

スクリューオーガによる掘削特性について 

 

東京都市大学 学生会員  ○花上 遼太，正会員 田中剛，伊藤和也，末政直晃 

 ジャパンホームシールド株式会社 非会員 前田 裕介 

日東精工株式会社 非会員 白波瀬 雅史 

東急建設 正会員 柳原好孝，張媛 

 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 非会員 若林 幸子，正会員  金森  洋史 

 

1.はじめに 

 スクリューオーガ 1)による掘削は，建設・土木工事における杭基礎

の施工や軟弱地盤の改良，孔の作製に使用される回転掘削手法の一つ

である．スクリューオーガは他の削孔ビットによる掘削に比べ貫入し

やすいという利点があるが，掘削特性は不明確である．そこで本研究

では，スクリューオーガによる掘削特性を把握することを目的として

行った模型実験の結果について述べる． 

2.実験概要 

 写真 1に実験で使用したオーガ（以下 Auger と表記）およびスクリ

ューポイント（以下 SP と表記）を示す．本実験で用いた Auger は，

長さ 500mm，直径 30mm，螺旋間隔 30mm である．また本実験では，

掘削特性の比較のために SP についても試験を実施している．写真２

に実験装置を示す．実験装置は SDS 試験機および模型土槽，クレーン

で構成されている．本実験で用いた SDS 試験装置のスペックは，最大

載荷荷重 1kN，最大回転トルク 150Nmであり，荷重制御と変位制御で

の操作が行える．模型土槽には，高さ 850mm，直径 460mm のステン

レス製の容器を用いた．試料には珪砂 7号を使用しホッパーを介して

空中落下法により模型地盤を作製した．密実な地盤を作製するため，

約 15cm 毎に砂を巻きだした後にタンパーにより相対密度が約 90%と

なるように締め固めた．表１に実験ケースを示す．Case1，Case2 は荷

重制御による実験であり，初期荷重 0.05kN を載荷し，回転中のトルク

等の計測をした後，貫入量が 25cm に到達するか最大載荷荷重 0.75kN

に達するまで，1 回転ごとに載荷荷重を 0.05ｋN ずつ増加させた．ま

た，25cm 貫入するごとに載荷荷重を除荷しロッドを 2cm 引き上げト

ルクの計測を行った．Case3，Case4 は変位制御による実験であり，1

回転あたり 22.5mmの貫入速度で行った．Case4は 1サイクルの測定間

隔を 100mm とし，100mm 貫入ごとに載荷荷重を除荷し，その位置で

空転させた後に次の試験間隔まで貫入させた．一方，Case3 では貫入

量が 750mmに達するまで連続的に貫入した． 

3.実験結果 

図１に荷重制御で実施した Case1(SP)および Case2(Auger)の載荷荷

写真２ 実験装置 

写真１ Auger(上)と SP(下) 

Case名 貫入方式 貫入条件 計測間隔 先端形状
Case1 SP
Case2
Case3 750mm
Case4 100mm

荷重制御

変位制御

0.75kN

22.5mm/Rev

250mm

Auger

表１ 実験ケース 

図１ 荷重制御による実験結果 
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重と深度関係，トルクと深度関係を示す．100mm 貫入後から Auger

の載荷荷重とトルク値は SP に比べ値が小さくなる傾向を示した．ま

た，SP の場合には 575mm で貫入不能になったのに対して，Auger で

は貫入量 750mm まで貫入し続けた．図２に荷重制御試験で得られた

試験結果を基に作成した T/D-W 関係を示す．ここで示す D は，SP お

よび Auger の最大径である．この図は，荷重の増加に伴うトルクの応

答を確認するために作成した．深度 0cm－25cm間においては SP およ

び Auger の試験結果は，概ね一致しているが，25cm 以深では SP の

T/D-W の勾配は急になり，最大荷重に達した後のトルク値は上昇し続

けた．それに対し Auger は，最大トルクが SP の最大トルクの 60％程

度しか上昇しなかった．一連の試験結果から，Auger は切削した砂を

運搬し地表に排出するため，SP よりも貫入エネルギー量が小さく済む

ことがわかった．また螺旋部が完全に貫入した後は，運搬された砂が

地表面に排出されずに Auger 上部の地盤内に留まり，Auger を下方に

押し出す作用が働くため，50cm貫入後は載荷荷重が低下した．図３に

変位制御で実施した Case3 および Case4 の載荷荷重と深度関係，トル

クと深度関係を示す．載荷荷重に関しては，どちらのケースにおいて

もほぼ同様の応答を示したが，50cm以深から急激に載荷荷重が減少し，

深度が 60cm を超えた付近からマイナスの値を示した．その一方で，

トルク値は深度が増すごとに上昇した．この傾向はどちらのケースで

も見られた．これは，Auger の螺旋部が完全に地盤内に貫入すること

で生じる排土の推進力効果のためと推測できる．図４に Case3 の

T/D-W 関係を，図５に Case4 の T/D-W 関係をそれぞれ示す．プロット

は計測間隔 10cm毎に分けている．Case3 については，深度 20cmまで

は，同様の初期勾配を示したが，それ以深では初期勾配が見られずに

深度ごとに連なるようにトルク値が上昇する結果が得られた．それに

対して Case4 は，10cm貫入ごとに空転を施しているため，全ての深度

間隔において初期勾配が現れた．これは，切削して螺旋内に運搬され

た砂を空転により地表面に排出しているため，排土の影響を受けなか

ったと考えられる． 

5.まとめ 

 荷重制御の実験結果から，Auger は切削した砂を地表に排出するた

め，SP に比べ貫入エネルギーが小さく済むことがわかった．また変位

制御の実験結果から，1 サイクル毎に空転を施すことで区間深度にお

ける地盤情報を取得できることが分かった． 
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図３ 変位制御による実験結果 

図４ Case3 の T/D-W 関係 

図５ Case4 の T/D-W 関係 

図２ T/D-W 関係 

土木学会第72回年次学術講演会(平成29年9月)

 

-618-

Ⅲ-309

 


